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■ 資料　会員数・ＯＢ数・セネター登録者数



[image: image1.png]3\ (008 OBELY) 547| 2012(-29) 4 553 2018(H30) 3
ELAMES 23 A# 548] 2013(He5)] 17 5654 2019(H31)] 4
543 2008020 11 S49] 2014(20) 9 555] 2020059 o
544] 2009(21)| 12] 550] 2015(27) 5 556] 202153 o
545] 2010029 20 551 ] 2016028) 14] 557| 200259 1
546] 2011 (23| 11 552] 2017(29)] 4 58] 2023(H36)] 1

6







■考察
4.1会員数・OB数：山形ＪＣ会員数微減傾向は止まるも拡大の余地あり。　
4.2セネター登録数：山形全国大会開催決定の時期に増加。以後微増にて、資格者増が望まれる。
4.3シニア組織： 2008年2月13日ＯＢ会総会にて、「山形ＪＣシニアクラブ」へ名称変更
１）シニア組織の必要性

国内/国際BID獲得のための大会誘致活動、誘致権獲得後の大会準備活動、そして実際の大会開催における精神的な後ろ盾を第一とし、シニア組織からのご援助が是非とも必要です。

２）大会結誘致活動、準備活動、大会開催においてシニア組織にお願いをする役割

①現役に対する熱いご声援。現役メンバーが安心して活動に集中できる環境作りへのご協力

②大会誘致活動、準備活動、大会開催におけるアドバイス並びに実務補助

③地元経済界との調整補助

④LOM外シニアとの調整・渉外窓口補助

⑤現役メンバーに対する金銭補助　
4.6各種大会への登録者数：山形ＪＣ近年一定の参加者を継続。長野ＪＣは国内誘致権獲得の年よりほぼ全員登録。　全員登録が必要な理由としては、下記点が揚げられます。
①参加により大会準備、運営に必要なノウハウを学ぶ。特に、JCIに関する知識と理解を深める。

②大会開催権（国際BID）獲得後は、総会等公式ファンクションにおける報告・PRや大会公式スケ

ジュールとしてのVIPランチョン-昼食会の開催、並びに日本JC主催ファンクションにおけるPR（日

本JC会頭招待レセプション、ジャパンナイト）業務があり、実務的に多くの人数を必要とする。

③国内外の参加者と親交関係をつくり、大会への「参加動員」を行う。

④JCスタイルとして、「LOM一丸となって取り組んでいる意気込みをアピール」する。

4.7　JCI褒賞への申請並びに受賞：山形JCとして2002年ASPAC仙台大会の年にJCI褒賞申請歴あり。本年2008年度申請実施。受賞歴はない。

山形ＪＣ�
参考：長野ＪＣ


日本ＪＣ理事会議案資料「ＪＣＩ－ＡＳＰＡＣ　ＢＩＤ　ＢＯＯＫ」�
�
年　度�
新規


入会


〔見込〕�
正会員


〔年初〕�
ＯＢ会員�
�
年　度�
新規


入会


〔見込〕�
正会員


〔年初〕�
ＯＢ会員�
�
備考�
�
2004�
24�
125�
�
30�
�
�
�
�
�
�
�
2005�
18�
122�
�
30�
2002�
29�
195�
517�
12�
�
�
2006�
34�
109�
�
30�
2003�
34�
194�
538�
12�
�
�
2007�
20�
120�
�
30�
2004�
41�
191�
572�
12�
�
�
2008�
30�
116�
560�
32�
2005�
32�
209�
581�
13�
�
�
2009�
�
�
�
�
2006�
43�
205�
596�
13�
国内誘致権�
�
2010�
�
�
�
�
2007�
�
�
�
�
開催権�
�
2011�
�
�
�
�
2008�
�
�
�
�
�
�
2012�
�
�
�
�
2009�
�
�
�
�
開催�
�
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■ 資料　山形JCセネター登録者名　計32名


申込年	登録者（敬称略,順不同）


2006年	佐藤信勝　長谷川浩一郎（2名）


2001年	武田岳彦　長岡恭輔（2名）


2000年	高橋勝幸　沼澤孝典　伊藤三之　桂木宣均　（4名）


青山宣弘　遠藤靖彦　菊池健太郎　鈴木隆男　鈴木隆一　高橋穣　畑栄明　矢野秀弥


　渡辺正昭　五十嵐信　和田宏司　山本絵里子　峯田敏彦　清野亘司　鈴木隆　鈴木浩司


　岡崎重和　千歳毅　吉田福平　佐藤松兵衛　尾原儀助　（21名）


秋葉昭一　山本丈実　（2名）


1995年以前　岡崎重爾　（1名）
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■資料　山形青年会議所 会員拡大シミュレーション
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